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操作パネルの各部名称

910

操作パネルについて

チルト機構を利用した操作パネル
C5255 シリーズではチルト機構を採用しました。操作パネルを手前に引き出して角度を変える
ことができます。これによりユーザーに合った角度で操作が可能になり、身長の低い方や車椅子の
方も容易に操作できます。

チルト機構付き操作パネル
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節電キー
本製品をスリープ状態にしたり、スリープ状態を解除した
りするときに押します。本製品がスリープ状態に入ると
ボタンが点灯し、スリープ状態が解除されると消灯します。

設定／登録キー
各種の登録や機能の設定をするときに押します。

カウンター確認キー
タッチパネルディスプレーにコピーやプリントの総枚数
を表示するときに押します。

クリアキー
入力した数字や文字を取り消すときに押します。

ストップキー
読み込みジョブ、コピージョブ、ファクスジョブ（読み込み
のみ）などの進行中の動作を止めるときに押します。

操作ペン
文字入力などタッチパネルディスプレーを操作するとき
に使用します。

スタートキー
動作（読み込み）を開始するときに押します。

主電源ランプ
本体主電源が入っているときは点灯、切ってあるときは消灯
しています。

エラーランプ
本製品にトラブルが発生したときに点滅または点灯しま
す。点滅の場合はタッチパネルディスプレーに表示される
メッセージに従ってトラブルの対処をしてください。
エラーランプが赤色に点灯し続ける場合は担当サービス
へ連絡してください。

実行／メモリーランプ
本製品が動作中は緑色に点滅します。待機中のジョブや
メモリー受信文書があるときは緑色に点灯します。

リセットキー
設定したモードを標準モードに戻すときに押します。

ID（認証）キー
部門別 ID 管理や SSO-H などのログインサービスを使用
している場合、ログイン／ログアウトするときに押します。

テンキー
数値を入力するときに押します。

タッチパネルディスプレー
各機能の設定画面が表示されます。初期設定では8個の
ファンクションキーが表示されます。

輝度調整ダイヤル
画面の明るさを調整します。

音量調整キー
ファクス送信・受信のアラーム音量や通信音量などの
調整画面を表示させたいときに押します。

状況確認／中止キー
ジョブ状況の確認、プリントの中止などを行うときに押し
ます。また、用紙の残量など本製品の状況を確認するとき
に押します。

カスタムメニューキー
カスタムメニューとして登録した、よく使用する機能の設
定を呼び出すときに押します。また、認証機能を使用して
いる場合には、ユーザーごとに設定したカスタムメニュー
画面を表示させることができます。

メインメニューキー
ファンクションを切り替える場合など、メインメニュー
画面に戻るときに押します。
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メニュー画面について
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ユーザーインターフェイス 操作パネルについて

メインメニューにすべての機能を表示させることにより、使いたい機能へアクセスしやすくなっています。

また、分かりやすい名称で「何がしたい」かがすぐに分かります。

メインメニュー画面に
すべての機能ボタンを表示

1つの画面から目的の機能にアクセス

1 コピーするとき 2 ファクスを
送信するとき

3 スキャンして
送信するとき

4 スキャンして
保存するとき

5 ボックスのファイルを
利用するとき

6 受信したファクスを
確認するとき

9 自動階調補正や
用紙の設定を行うとき

10 便利な機能紹介を
確認するとき

メインメニューのボタンの配置を使いやすいようにカスタマイズ
することもできます。

メインメニューに、ショートカット
ボタンを2つまで追加可能。
どの機能を表示していても、すぐ
に押せるショートカットを配置し
て、従来機と同じ操作を行うこと
ができます。
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7 セキュアプリント
するとき

8 PCから
スキャンするとき

従来の操作画面は…
従来機は、画面上部のタブを押して機能画面を表示させていました。

そのため、装備されていても見えない機能がありました。

機能ボタンが操作画面上で見える画面
（コピー、ファクス、ボックスなど）

機能ボタンが操作画面上で見えない画面
（プリント、MEAPアプリケーションなど）
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マイボタンと共有ボタン

カスタムメニューのボタン表示 カスタムメニューのボタンレイアウト

メインメニューでの操作

カスタムメニューでの操作

6 7

ユーザーインターフェイス カスタムメニュー

カスタムメニューについて
カスタムメニューには、個人で使用する「マイボタン」と、社内共通で使用する「共有ボタン」に分けて
登録できます。
マイボタンは、認証されたユーザーそれぞれが独自のカスタムメニューとして作成できます。自分が
登録したマイボタンは、他の人のカスタムメニューには表示されません。
共有ボタンに登録されているボタンは、すべての人のカスタムメニューに表示され、使用することが
できます。

カスタムメニューに表示されるボタンには、
作業内容と直結したボタン名を登録できます。
また、より作業内容をわかりやすくするために
コメントを入れることもできます。

カスタムメニューは、コメント表示付きの「9個表示レイアウト」と、ボタン
名称のみの「15個表示レイアウト」のいずれかに設定することができます。

ボタン名称

コメント表示
⬆9個表示レイアウト（コメント付き） ⬆15個表示レイアウト

ジョブ内容を確認し、設定追加や変更
してからジョブ実行

ボタンにタッチ

見積書のコピーを作成
・倍率 等倍
・サイズA4
・モノクロ
・1部コピー
・ボックスにも保存
を処理

定例会議用資料のファクス送信
・解像度 ファイン
・倍率 等倍
・サイズA4
・宛先指定
・指定した宛先に送信
を処理

押すだけでコピー操作完了！

押すだけで送信操作完了！

コピーや送信など、機能
をまたがった設定を 1
画面に表示させることが
でき、とても使いやすく
なりました。
また、ボタンは機能単位
でなくジョブ単位で設定
可能。1ジョブが 1回の
操作で終了します。

ジョブ内容を確認してからジョブ実行

設定追加や変更してからジョブ実行

パターン1

パターン2

パターン3

パターン4

すぐにジョブ実行

最初はコピー画面で…

次はスキャンして送信画面で…

スキャンして送信画面で
送信操作を行う

コピー画面で
操作を行う

別機能の画面を表示さ
せ、部数や宛先など都度
設定し操作を行わなけれ
ばいけません…

カスタムメニューは、コピーして中綴じ、スキャンして送信など、よく使用する機能設定を1ジョブとして1つのボタンとし
て作成し、それぞれのボタンをひとつのメニュー画面にまとめることにより、ワンタッチでジョブをスタート・完了させる
定型的な業務を効率化する機能です。毎回決まった部数をコピーする会議資料を印刷して中綴じ製本、という一連の工程を
ワンタッチで実行できるほか、異なる機能を1画面に表示させることが可能なので、コピーはコピー画面で、ファクスはファクス
画面に換えて操作するといった面倒な操作が不要。さまざまな機能を効率的に使うことができます。

ボタンを押したときの動作について
ボタンを押すと同時にジョブがスタートするだけでなく、必要に応じて内容を確認したり、設定の
追加や変更ができるように、ボタンを押したときの動作を4通りの設定から選択できます。
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メインメニューのボタン表示を変更する

メインメニューのカスタマイズ例

メニュー メインメニューのカスタマイズ

メインメニュー画面の設定について

メインメニューのボタンレイアウトや
表示する順番を変更します。

メインメニュー上部にファンクショ
ンのショートカットを2つまで表示
できます。

メインメニューの背景を変更でき
ます。

メインメニューに「表示言語／キーボー
ド切替」、「設定／登録」のショートカット
を表示するかどうかを設定します。

1

432

4

2
3

1

メインメニュー画面の変更のしかた

⬆メインメニューのボタンレイアウトを
　変更した場合

⬆メインメニュー上部にショートカットを
　表示した場合

⬆メインメニューの背景を変更した場合 ⬆「表示言語／キーボード切替」、「設定／登録」
　のショートカットを表示した場合

　　　を押し、
［メインメニューのボタン表示設定］
を押す

［

▼

］［ ▼］を押してボタン４つの
レイアウトを選択する
※表示するボタンの数は、3個～16個の
　間で選択できます。

機能を選択し、［上へ移動］［下へ移動］
を押してボタンの表示位置を設定する
※この操作を繰り返し、ボタンの表示順を
　設定します。

ボタンの表示順を設定したら
［OK］を押す

ボタン表示設定の変更完了

imageRUNNER ADVANCEのメインメニューは、表示するボタンの数や背景の変更、ファンクションショートカット

（タブ）の表示など、使いやすいようにメインメニュー画面の表示をカスタマイズすることができます。

メインメニューをカスタマイズするためにはシステム管理者としてログインする必要があります。

メインメニューのボタン表示を4つのボタンに変更する場合
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❶登録する機能を設定する

❷カスタムメニューに登録する

メニュー カスタムメニュー

マイボタン／共有ボタンについて

カスタムメニューの登録のしかた

スキャンして、ファイル形式を高圧縮PDFに設定したEメールを相手先に送信する場合

［スキャンして送信］
を押す

［新規に入力］を選択し、
［Eメール］を押す

ファイル形式ボタンを
押す

Eメールアドレスを
入力する

「高圧縮」を選択し、
［OK］を押す

　　　を押し、
［カスタムメニューに登録］
を押す

登録内容を確認し、
［次へ］を押す

ボタンの名称とコメントを
入力し、［OK］を押す

作成したボタンを確認し、
［閉じる］を押す

カスタムメニューへの登録完了

［マイボタン］または［共有ボタン］を選択し、
登録するボタンの位置を選択して［次へ］を押す

ボタンを押したときの
動作を設定し、［次へ］を押す

※各ボタンの名称とコメントは一例です。

1 2
1

2

カスタムメニューは、コピー、スキャンして送信、スキャンして保存などでよく使用する作業ルーティンを1つのボタン

として作成、登録することができます。たとえば、相手先へ両面原稿をスキャンし、ファイル形式を高圧縮PDFにして E

メール送信をする、といった一連の操作を一つのボタンを押すことで実行することができます。 マイボタン
ユーザーごとに設定を使用します。最大で合計3000個まで登録できま
す。一人のログインユーザーが登録できるボタン数は最大15個までです。
認証後に表示するカスタムメニューボタンを「マイボタン」に設定するに
は、画面右上の　　　を押し、［カスタムメニューの使用制限］→［認証時の
デフォルト画面］から、［マイボタン］を選択します。

共有ボタン
ユーザー共通で使用することができます。登録できるボタン数は最大
15個までです。認証後に表示するカスタムメニューボタンを「共有ボタン」
に設定するには、画面右上の　　　を押し、［カスタムメニューの使用制限］
→［認証時のデフォルト画面］から、［共有ボタン］を選択します。
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❶原稿をセットする

❷コピーのしかたを設定する

❸設定した内容を確認してコピーする

コピー コピーの操作

コピー（シンプル）画面について
imageRUNNER ADVANCEのコピー機能の操作画面は、通常の「シンプル画面」と、よく使う機能を直接呼び出すこと

ができる「クイック画面」の2種類が用意されています。

シンプル画面、クイック画面の切り替えは、「設定／登録」の「コピー画面表示設定」で設定できます。

［コピー］を押す

カラーモード、用紙選択、
コピー部数などを設定する

［その他の機能］を押す ［ページ集約］を押す ［2 in1］を押し、［OK］を押す
※必要に応じて「両面設定」、
　「詳細設定」を押してレイアウト
　など設定します。

設定した内容をプレビューで確認する スタートボタンを押す

原稿をセットする

コピーのしかた

シンプル画面の操作で、2 in1（ページ集約）コピーをする場合

5

1 2 3 4
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「よく使う設定」の

ショートカット割り当て

カラー選択
プリントする色を選択するときに押します。

等倍
原稿と同じサイズでコピーします。

倍率
コピーの倍率を設定します。

用紙選択
用紙のサイズや種類、給紙位置を選択します。

設定確認
コピーモードの設定内容を確認、変更、または
取り消します。

次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録／編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更
・「その他の機能」のショートカット登録

よく使う設定
よく使うコピーモードを登録します。登録
した設定を呼び出すこともできます。

設定の履歴
設定されていた3つ前までのコピーモード
を呼び出します。

その他の機能のショートカット
その他の機能のショートカットです。
デフォルトでは［仕上げ］、［両面］、［濃度］、
［原稿の種類］が設定されています。

その他の機能
その他の機能を設定します。原稿読込、製本、
移動、ページ編集、加工、レイアウト、画像調整
などの機能を設定できます。

割り込み
予約中またはプリント中のジョブに割り込
んでコピーします。

9

スクリーンコピーについて
［その他の機能］の中の［原稿の種類］で、
「文字/写真」モードを選択した場合、「文字部」
に対しては従来機同様に、“誤差拡散処理”を
行いますが、「網点部（写真等）」に対しては
“スクリーン処理”を行ない、部分毎に最適な
処理を実施します。

「よく使う設定」の個別設定ボタンを
ショートカットとして登録できます。
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❶原稿をセットする

❷テンキーで送信先のファクス番号を入力する

❸読み取りのしかたを設定して送信する

ファクス ファクス送信の操作

ファクス画面について
imageRUNNER ADVANCEのファクス送信は、Universal Send から独立した操作になっています（単独モード）。

ファクス送信機能をUniversal Send から独立させることによってファクスの誤送信を抑止することができます。

また、従来のようにUniversal Send でファクス送信できるように設定することも可能です。

ファクスの送信先は、最大で256件まで指定できます。

グループを宛先とした場合、そこに登録されている各宛先を１件としてカウントします。

ファクス送信のしかた

ファクス番号を入力して送信する場合

［ファクス］を押す 原稿をセットする

読み取りのしかたを設定する
※必要に応じて［設定の履歴］、
　［その他の機能］を押して設定します。

スタートボタンを押す

1 入力したファクス番号が
表示されます。

2 ポーズ (p) を入力します。

3 F ネットのファクス番号を
入力します。

4 ファクス番号の入力を
キャンセルします。

5 ダイヤル回線でトーン信号を
送るときに押します。

6 カーソルを移動します。

7 カーソル前の数字を
削除します。

8 F コード、パスワードを
入力します。

9 入力したファクス番号を
確定します。

2

53

4

7

8

9

6

・解像度
・読取サイズ

1

「ファクス番号確認入力」が「ON」に設定されている
場合は、スタートボタンを押した後にもう一度同じ
ファクス番号を入力するための画面を表示します。

ファクス番号
確認入力の設定

スタートボタンを
押した後、再度
ファクス番号を入力

8

7

12

4

9 10

14

11

5

6

15 

16 

131

2

3

9

10

11

12

13

14

158

16

宛先数
指定した宛先の数を表示します。

宛先
テンキーで直接入力した宛先を表示します。

詳細情報
選択した宛先の確認や変更をします。

宛先削除
選択した宛先を削除します。

リモートへ
サーバー機のワンタッチ宛先をクライアント機
から参照して、宛先に指定することができます。

ワンタッチボタン
ワンタッチボタンに登録した宛先を指定します。

ワンタッチボタン番号入力ボタン
ワンタッチボタン番号を入力して指定します。

アドレス帳
アドレス帳（ローカル、リモート、LDAPサー
バー）から宛先を検索します。

オンフック
手動送信、プッシュホンサービスを利用します。
スーパーG3FAXボード装着時に表示されます。

ダイレクト送信
ダイレクト送信します。ダイレクト送信を設定
しないときはメモリー送信になります。

ワンタッチ登録ボタン
ワンタッチボタンに宛先を登録します。

次の設定ができます。
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更
・「その他の機能」のショートカット登録
・LDAP検索条件のデフォルトの変更
・ユーザーごとの情報の登録 /編集
（［ユーザーごとの情報の登録 / 編集］は、
SSO-H などのログインサービスでユーザー
管理を行っている場合にのみ表示されます。）

設定の履歴
設定されていた３つ前までの宛先、読
込設定、送信設定を呼び出します。

解像度
解像度を指定します。

読取サイズ
原稿の読み取りサイズを指定します。

「その他の機能」のショートカット
その他の機能のうち、いくつかを
ショートカットとして表示できます。
デフォルトでは［濃度］、［原稿の種類］、
［両面原稿］、［原稿サイズ混載］が設定
されています。

2

1

3

4

5

7

6
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❶メモリー受信した文書を指定する

❷メモリー受信したファクス文書を送信する

ファクス 充実のファクス受信機能

imageRUNNER ADVANCEには、多彩なファクス機能が搭載されています。たとえば、「割り込み /優先プリント」。

従来、コピー・プリント機能のみに搭載されていた「割り込み /優先プリント」が、ファクス受信文書にも利用できるよう

になりました。また、転送設定で転送先を登録して、転送条件と一致した受信文書を転送したり、受信文書をプリントせ

ずにシステムボックスに保存するように設定することも可能です（メモリー受信）。

ファクス受信文書の割り込みプリントのしかた

転送設定の登録のしかた

メモリー受信からの送信のしかた

受信したファクスがプリント待ちの場合に割り込みプリントをする

 ボタンを押して、
状況確認 /中止画面を表示する

［コピー /プリント］→
［ジョブ状況］を押す

割り込みプリントしたいファクス
受信文書をリストから選択する

［割り込みプリント］を選択する

［受信トレイ］を押す ［システムボックス］を押す ［メモリー受信ボックス］を押す 送信したい受信文書を選択する

［送信する］を押す 宛先を指定する ファイル形式ボタンを押して、
ファイル形式を選択し、［OK］を押す

［その他の機能］を押して、必要に応じた
機能を設定する。［閉じる］を押す

［送信開始］を押す

［設定／登録］を押す ［ファンクション設定］→
［受信 /転送］→［共通設定］を押す

［OK］を押す
転送先がEメールの場合、
<Eメールの重要度>
ドロップダウンリストを押す→
項目を選択→［閉じる］を押す

転送を行うには、
［転送条件］の
＜条件のON/OFF＞を
「ON」にしておきます。

［転送設定］を押す

［登録］を押す

●以前設定した転送設定を利用する場合は、
　［1つ前］、［2つ前］または［3つ前］を選択する
●新たに転送設定をするには、各項目を入力し
　ていく：
 ・［転送条件名］ ・［転送条件］
 ・［転送先］ ・［ファイル名］
 ・［転送時間指定］ ・［転送終了通知］
 ・＜ファイル形式＞

［ログイン］を押す システム管理部門IDと暗証番号を
入力して［ログイン］を押す
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❶原稿をセットする

❷送信先を設定する

❸読み取りのしかたを設定して送信する

スキャンして送信

スキャンして送信画面について（宛先指定）
［スキャンして送信］画面からは、スキャンした原稿を次の手段（複数手段）で一度に送信することができます。
▶Eメールの添付ファイル▶インターネットファクスで送信▶ファクスで送信▶ネットワーク上のファイルサーバーに送信・保存
▶送信した原稿をボックスに保管

スキャンして送信のしかた

アドレス帳を利用して送信する場合

電子メール、ファクス、Iファクス、
SMB/FTP/WebDAV、Universal Send 

［スキャンして送信］を押す 原稿をセットする

［アドレス帳］を押す
※必要に応じて［ワンタッチ］、［新規に入力］、
　［マイフォルダー］、［自分へ送信］を
　押して送信先を設定。

読み取りのしかたを設定する
※必要に応じて［設定の履歴］、［よく使う設定］、
　［その他の機能］を押して機能を設定。

スタートボタンを押す

宛先を選択して、［OK］を押す
※複数の宛先を選択することができます。

・カラーモード
・解像度
・読取サイズ
・ファイル形式

設定／登録のファンクション設定で［新規宛先の制限］の新規宛先の入力制限が「ON」に設定されている場合は、
新規宛先から宛先を入力できません。

一度に送信できる宛先は256件までです。グループを宛先として指定した場合、そこに登録されている各宛先を
1件としてカウントします。

6

2

5

3

4

1

1 アドレス帳
宛先がアドレス帳に登録さ
れている場合はここから宛先
を選択します。

2 ワンタッチボタン
宛先がワンタッチボタンに
登録されている場合はここ
から宛先を選択します。

3 新規に入力
初めての宛先の場合はここ
から送信方法と宛先を入力
します。

4 マイフォルダー
ログインしているユーザー
専用のフォルダーで、この
フォルダーを宛先として指定
できます。

5 自分へ送信
ログインユーザー自身の
Eメールアドレスを指定でき
ます。

6 Cc/Bcc
指定した宛先のほかに、複数
の人にCc（Carbon copy）や
Bcc（Blind carbon copy）で
Eメールを送信します。

Eメール送信を「自分へ送信」に、
ファイル送信を「マイフォルダー」に限定することで、
誤送信による情報漏えいを低減することができます。
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❶宛先登録画面を表示する

❷新規宛先を登録する

送信履歴からの宛先登録のしかた

 ボタンを押して、
状況確認 /中止画面を表示する
［送信］、［ジョブ履歴］を選択する

登録したい送信履歴を選択し、
［宛先の登録］を押す

登録先を選択する
（アドレス帳、ワンタッチ）

登録内容を確認して、［OK］を押す
（ユーザー名、パスワードは入力する
必要があります）

アドレス帳 アドレス帳の操作と登録

imageRUNNER ADVANCEのアドレス帳は、ファクス番号、Eメールアドレス、I ファクスアドレス、ファイルサーバー

のアドレスを1600件まで登録することができます。アドレス帳は、親機（サーバー機）のアドレス帳を子機（クライアント機）

から利用できるリモートアドレス帳、デバイス専用のローカルアドレス帳として利用することが可能です。

また、送信履歴から宛先登録をすることもできます。

アドレス帳の登録のしかた

新規宛先としてEメールアドレスを登録する場合

［スキャンして送信］を押す

［新規宛先の登録］を押す ［Eメール］を押す 宛先の名称とフリガナ、Eメール
アドレスを入力し、宛先表（1～10）
を選択して、［OK］を押す

アドレス帳の登録完了

［アドレス帳］を押す ［登録］を押す

その他の宛先を登録する場合
⬇ファクスの登録

⬇ファイルの登録（SMB） ⬇ファイルの登録（FTP） ⬇ファイルの登録（WebDAV） ⬇グループの登録

⬇Iファクスの登録

名称とファクス番号を入力

名称とホスト名、パス、ユーザー名、パスワードを設定 グループ名称とメンバーを設定

Fコードなど詳細を設定 名称とIファクスアドレスを入力 相手先の条件を設定

1 宛先の種別を選択します。

2 宛先表（1～10）を選択します。

3 登録されている宛先が表示されます。

4 アドレス帳（ローカル／リモート）を
切り替えます。

5 アクセス番号を入力して宛先を指定
します。

6 選択している宛先の詳細を
確認します。

7 宛先を登録／編集します。

8 宛先を名前で検索します。

9 宛先を頭文字で検索します。

アドレス帳画面について

ログインしているユーザー専用のフォルダーで、
このフォルダーを宛先として指定できます。

4

7

8

6
5

9

1

SSO-Hによる認証が設定されているとき、ログインユーザー
のEメールアドレスを設定することができます。

3

2
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ファイル形式について

文書の電子化 Adobe純正PDF、XPS

imageRUNNER ADVANCEは、紙文書を電子化するためのフォーマットとしてオフィスで幅広く使用されている

PDFを初めとし、XPS、TIFF(MMR)、JPEG フォーマットに対応しています。PDF、XPS、TIFF(MMR) フォーマットな

ら複数ページの文書も1ファイルとして電子化が可能です。

ファイル形式の選択のしかた

PDF、XPS、OOXML、TIFF を選択した場合、
ページごとにファイルを分割します。

JPEG
カラーモードが白黒 2 値以外の場合に JPEG 形式に変換します。

TIFF
カラーモードが白黒2値の場合のみTIFF 形式に変換します。

アウトラインPDF
文書中の文字や画像をアウトライン化したPDFに変換します。

高圧縮PDF/XPS
高圧縮のPDF/XPSに変換します。ページ数の多い文書は、ファイル
容量を大幅に小さくすることができます。さらに、文字が主体の原
稿では、文書の画質をある程度維持しつつ、より小さなファイルサ
イズで高圧縮PDF（少数色/低解像度）に変換することができます。

Linearized PDF
Web表示用に最適化され、ページ単位で表示されるためページ
数の多い文書をアップするのに適しています。

OCR（文字認識）：サーチャブルPDF/XPS
OCR処理で文字情報が抽出されることにより、ファイル内の全文
検索が可能になります。

電子署名PDF/XPS
作成する PDF/XPS ファイルに電子署名をつけます。PDF は可視
電子署名にすることもできます。

暗号化PDF
作成するPDFファイルにパスワードを設定して暗号化します。

Reader Extensions
無償のAdobe Reader（Ver. 7.0 以降）を使って、PDFに直接
コメントや注釈、電子認証などを追加することができます。

PDF/A
電子文書の長期保存を念頭に置いて策定された規格です。閲覧
ソフトのバージョンなどに影響されず作成時の内容を損なうこ
となく閲覧・印刷することができます。

ポリシー付きPDF
Adobe Rights Management サーバーと連携し、アクセス権、
期間、閲覧者などのセキュリティポリシーを任意に設定することが
できます。ポリシーはPDF配布後に変更することも可能です。

色のファイルを作成するにはオプションのスキャン
ソリューション機能拡張キットが必要になります。

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2

3
4

８

7

スキャンして送信画面について（読み取りのしかた）

6
5

設定の履歴
設定されていた 3 つ前までの宛先、
読み込み設定、送信設定を呼び出し
ます。

よく使う設定
よく使う送信設定を登録します。
登録した設定を呼び出すこともで
きます。

カラー選択
カラーモードを選択します。

解像度
解像度を指定します。

読取サイズ
原稿の読み取りサイズを指定します。

ファイル形式
ファイル形式を設定します。

「その他の機能」の
ショートカット
その他の機能のうち、いくつか
をショートカットとして表示
できます。 デフォルトでは
「両面原稿」、「原稿サイズ混載」
が設定されています。

その他の機能
その他の機能を設定します。
異なったサイズの原稿をいっ
しょに送信する場合や両面原
稿を送信する場合など、便利
な送信機能を設定します。

ファイル形式を選択

設定したオプションが
表示されます
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「スキャンして送信」からの操作 「スキャンして保存」からの操作

文書の電子化 電子化で文書活用の幅が広がる

多くの人へ資料を配布しなければならないときなど、PDFにして一斉送信すれば、ペーパーレスで回覧可能です。PDF/

XPS/OOXMLのフォーマットには、電子化された文書を一層活用できる様々な追加機能を付加することができます。

様々な文書の電子化のしかた

［スキャンして送信］を
押す

原稿をセットする

原稿をセットする

宛先指定を行い、
ファイル形式を選択する

Reader Extensions 活用のメリット

［スキャンして保存］を
押す

［アドバンスドボックス］を
押す

目的のスペースを
選択する

保存先となる階層を選択し
て、［原稿読込する］を押す

［ファイル形式］を押す

以下、「スキャンして保存」からの表示画面で説明しています。

［PDF］を選択して
［Reader Extensions］→[OK] を押す

スタートボタンを
押す

左記の画面が表示された場合は、
画面の指示に従って、原稿1枚ご
とにスタートボタンを押します。

原稿の読み込みが終了したら、
［送信開始］（「スキャンして送信」
の場合）もしくは［保存開始］
（「スキャンして保存」の場合）を押す

紙文書をPDF化する際にオプションとして
Reader Extensions を選択すると、
Adobe Reader(Adobe Reader7 以降 ) でも
注釈の追加や署名、修正などができるようになります。

スキャン
Reader Extensions 付き
PDFを作成

Adobe Reader 7.0　以降

Adobe Reader X

注釈（ノート、コメント、スタンプ、ハイライトなど）の追加や
修正／ ファイル添付／ 署名などの機能が使用可能

Reader Extensions を 使 用
すれば、Adobe Acrobat など
の PDF 編集ソフトがインス
トールされてないコンピュー
ターでも署名や修正すること
ができるため、これらの編集ソ
フトの導入コストを抑えるこ
とが可能です。
また、無償で提供される
Adobe Readerをインストール
しておけば、誰でも簡単に
PDF 編集が行えるため、複数
人数によるプロジェクトで、
ファイルを共有し、素案文書な
どに各自コメントを入れても
らうなど、様々な活用方法が
可能です。

OOXML形式で、Microsoft PowerPoint やWord で認識可能な文書を作成する

Reader Extensions付きのPDF文書にして、Adobe Readerで編集できるようにする

ファイル形式の選択画面 利用目的

［OOXML］を選択→[Word] を選択

OCR処理結果のみ

アウトライン＋OCR処理結果

［OOXML］を選択→[PowerPoint] を
選択→［OCR( 文字認識 )］を選択

OCR処理＋画像
※一層構造　

※三層構造　

アウトライン＋画像

背景

OCR処理

①テキスト情報を再利用する
②画像を再利用する
③表を再利用する

①画像を再利用する
②アウトライン (線画 ) を再利用する
③テキスト情報を再利用する
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❶アドバンスドボックスにログインする

❷ファイルの保存先を指定して、原稿をセットする

❸読み込みのしかたを設定して、読み込みを開始する

スキャンして保存 アドバンスドボックスに保存する

imageRUNNER ADVANCEでスキャンした文書をアドバンスドボックスに、ファイル形式をPDF、JPEG、TIFF から

選択して保存することができます。

また同様な操作で、同じネットワークに接続されている他のアドバンスドボックス（ネットワーク）や、本機に接続した

USBメモリーに保存することもできます。

［スキャンして保存］を押す ［アドバンスドボックス］を押す ユーザー管理をしている場合は、
ユーザー名とパスワードを入力
して［OK］を押す

［共有スペース］または
［個人スペース］を押して
保存するスペースを選択する

［原稿読込する］を押す ファイル形式など、
読み込みのしかたを設定し、
ファイル名を入力する

スタートボタンを押す

保存するフォルダを選択する 原稿をセットする

保存のしかた

アドバンスドボックスに保存する場合

読み込みのしかたの設定画面について

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

2 3 4 65 7

98 10 13

14

12

11

1

次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録 /編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更

カラー選択
読み込む原稿の色を選択します。

解像度
読み込む原稿の解像度を選択します。

等倍
原稿と同じサイズで読み込みます。

倍率
読み込む原稿の倍率を設定します。

読取サイズ
読み込む原稿のサイズを選択します。

ファイル形式
保存するときのファイル形式を選択
します。

原稿の種類
原稿の種類（文字のみの原稿、写真の
みの原稿、文字／写真混在の原稿な
ど）を選択します。

濃度
読み込む原稿の濃度を調節します。

両面原稿
原稿を両面読み込みにします。

ファイル名
ファイルの名称を入力します。

よく使う設定
よく使う設定への登録や呼び出し
をします。

デフォルト設定に戻す
他のモードと一括して設定を解除
します。（スキャンして保存設定の
デフォルトに戻ります。）

その他の機能
その他の機能を設定します。異なっ
たサイズの原稿をいっしょに読み
込むときや数回に分けてセットし
た原稿を読み込むときなど、便利な
読み込み機能を設定できます。



imageRUNNER ADVANCE C5255/C5250/C5240/C5235 実物大デモンストレーションツール

28 29

❶保存するボックスを指定して、原稿をセットする

❷読み込みのしかたを設定して、読み込みを開始する

スキャンして保存 ボックス（ユーザーボックス）に保存する

imageRUNNER ADVANCEのボックスは、本機でスキャンした文書を保存することができます。

また、プリンタードライバーを使ってPCからデータを保存することも可能です。

保存したデータは必要なときに必要な設定でプリントできます。

また、PDFに変換してファクスで送信したりEメールに添付して送信することもできます。

保存のしかた

［スキャンして保存］を押す

［原稿読込する］を押す 読み込みのしかたを設定し、
ファイル名を入力する

スタートボタンを押す

［ボックス］を押す 保存するボックスを選択する
※テンキーで2桁のボックス番号を
　入力して直接指定することもできます。

ボックスの暗証番号画面が
表示された場合は、暗証番号を
入力して［OK］を押す

原稿をセットする

読み込みのしかたの設定画面について

2

1

3

4
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1
次の設定ができます。
・「よく使う設定」の登録 /編集
・カスタムメニューに登録
・デフォルト設定の変更

カラー選択
読み込む原稿の色を選択します。

等倍
原稿と同じサイズで読み込みます。

倍率
読み込む原稿の倍率を設定します。

読取サイズ
読み込む原稿のサイズを選択します。

原稿の種類
原稿の種類（文字のみの原稿、文字
／写真混在の原稿、写真のみの原稿、
地図など）を選択します。

濃度
読み込む原稿の濃度を調節します。

両面原稿
原稿を両面読み込みにします。

ファイル名
ファイルの名称を入力します。

よく使う設定
よく使う設定への登録や呼び出
しをします。

デフォルト設定に戻す
他のモードと一括して設定を解
除します。（スキャンして保存設
定のデフォルトに戻ります。）

その他の機能
その他の機能を設定します。異
なったサイズの原稿をいっしょ
に読み込むときや数回に分けて
セットした原稿を読み込むとき
など、便利な読み込み機能を設
定できます。
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❶アドバンスドボックスに保存されているファイルをプリントする

❷ボックスに保存されているファイルをプリントする

imageRUNNER ADVANCEは、ボックス、アドバンスドボックス、同じネットワークに接続されている他のアドバンス

ドボックス（ネットワーク）、本機に接続したUSBメモリーに保存されているファイルをプリントすることができます。

保存ファイルの利用 保存ファイルのプリント

保存ファイルのプリントのしかた

［共有スペース］または
［個人スペース］を押す

［プリントする］を押す 用紙選択画面が表示された場合は、
用紙サイズを選択して［OK］を押す

カラー選択や部数など、
プリントのしかたを設定し、
［プリント開始］を押す

フォルダを選択する プリントする順番にファイルを
選択する
※複数のファイルを選択できます。

保存ファイルの利用画面について

1 2

3 4

2

1

3
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目的のボックスを選択する 「プリント設定変更」を押す

プリントする順番にファイルを選択→
［プリントする］を押す
※ファイルの表示は「リスト表示」と
　「サムネイル表示」が選択できます。

プリント設定画面でプリントモードを設定

［プリント開始］を押す プリントが開始されると、
上記の画面が表示される

ボックス
プリントに適した独自のファイル形式を扱う本製品の格納場所です。本製品を使っ
て読み込んだ原稿を保存したり、プリンタードライバーを使ってコンピューターか
らのデータを保存したりできます。

アドバンスドボックス
コンピューターでも利用可能なファイル形式を扱う本製品の格納場所です。アドバ
ンスドボックス内には、共有スペースと個人スペースの2つの格納場所があり、
ファイルの内容に応じたアクセス制限を行うことができます。本製品から読み込ん
だ原稿を、PDF、JPEG、TIFF、XPSなどのファイル形式で保存したり、各スペース
に保存されているファイルを本製品からプリントしたりできます。

ネットワーク
本製品からアクセス可能なネットワーク上にある他の imageRUNNER ADVANCE
シリーズのアドバンスドボックスです。［ネットワーク］から他の imageRUNNER 
ADVANCE シリーズのアドバンスドボックスを選択することによって、本製品か
ら読み込んだ原稿を他の imageRUNNER ADVANCE シリーズのアドバンスド
ボックスへ保存したり、他の imageRUNNER ADVANCEシリーズのアドバンスド
ボックス内のファイルを本製品からプリントしたりできます。

メモリーメディア
本製品のUSBポートへUSBメモリーを接続して利用できる格納場所です。本製品
から読み込んだ原稿を、コンピューターでも利用可能なファイル形式でメモリー
メディアに保存したり、メモリーメディアに保存されているファイルを本製品から
プリントしたりできます。
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❶設定／登録画面にログインする

❷コピー画面の表示を設定する

設定／登録
imageRUNNER ADVANCEは、設定／登録ボタンを押すことで、使用する環境に合わせてさまざまな設定を変更する

ことができます。設定／登録は、目的や内容により「環境設定」、「調整／メンテナンス」、「ファンクション設定」、「宛先設

定」、「管理設定」の５つの項目に分類されています。

また、システム管理者と一般ユーザーそれぞれが権限のある機能のみ操作できます。

設定／登録のしかた

システム管理者としてログインし、コピー画面の表示を「クイック画面」に設定する場合

設定を変更する

［環境設定］を押す

［設定／登録］を押す ［ログイン］を押す システム管理部門IDと暗証番号を
入力して［ログイン］を押す

［表示設定］を押す ［コピー画面表示設定］を押す

［クイック］を選択して、
［OK］を押す

［ログアウト］を押す

設定／登録の画面について
2 設定項目が表示されます。
設定項目を押すと次の階層
に進みます。

1 現在の階層を確認できます。

3 環境設定
用紙や画面表示、タイマー
やネットワーク環境など
を行います。

4 調整／メンテナンス
画質調整や動作調整、本体内
のクリーニングなどの
メンテナンスを行います。

5 ファンクション設定
各機能共通の設定やコピー、
プリント機能の設定などを行います。

6 宛先設定
アドレス帳の登録、ワンタッチ
の登録などを行います。

7 管理設定
ユーザー管理やデバイス管理、
ライセンス、データ管理などを
行います。

8 1つ上の階層に戻ります。

9 ログインします。

10 表示している画面を閉じて
元の画面に戻ります。

11 ログアウトします。

7

6

8
109

1

5

4

2

3

11
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❶設定／登録画面にログインする

❷外部公開を設定する

❸SMBサーバーを設定する

設定／登録
アドバンスドボックスを SMBサーバーとして利用することができます。SMBサーバーとして公開することで、ネット

ワークストレージとしてパソコンから使用することが可能です。

SMBサーバーの設定のしかた

システム管理者としてログインし、コピー画面の表示を「クイック画面」に設定する場合

ファイルサーバーとして使用する

［設定／登録］を押す ［ログイン］を押す システム管理部門IDと暗証番号を
入力して［ログイン］を押す

［ファンクション設定］を押す ［ファイル保存／利用］を押す ［アドバンスドボックス設定］
を押す

［外部公開設定］を押す

［SMBで公開］を選択し、
［OK］を押す

個人スペースの作成を許可する
場合は、［個人スペースの作成を
許可］を押す

［ON］を選択して、［OK］を押す

［ON］または［OFF］を選択して、
［OK］を押す
※読み取り専用で運用する場合は「ON」に
します。

保存を許可するファイル形式を
設定する場合は、［保存許可ファイル
形式］を押す

ファイル形式を選択して、
［OK］を押す

外部からの書き込みの禁止／許
可を設定する場合は、［外部から
の書込禁止］を押す

トップに戻り、
［環境設定］を押す

［ネットワーク］を押す ［SMBサーバー設定］を押す 「SMBサーバーを使用」の［ON］を
押し、サーバー名、ワークグループ名
を入力し、［SMB認証設定］を押す

「SMB認証を使用」の［ON］を選択し、
「認証タイプ」を選択して［OK］を押す

［OK］を押す ［ログアウト］を押す

本体の主電源スイッチを
OFF／ONして本製品を
再起動させる
※リモートUIの［デバイスの再起動］
をクリックして再起動させること
もできます。
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❶リモートUI にログインして「宛先のエクスポート」画面を表示する

❷宛先をエクスポートする

設定／登録
リモートUI は、Webブラウザーを使用してネットワークから imageRUNNER ADVANCEにアクセスし、デバイス状

況やジョブ処理状況の確認、ジョブの操作、各種設定･登録を行うことができます。本製品の前に行かなくても、離れた場

所からご自分のPCで本製品を管理することができます。

リモートUI でのデバイス管理の操作方法 （１）

システム管理者でログインし、宛先表のデータをエクスポートする場合

リモートUIを使用してデバイスを管理する 

リモートUIにアクセスし、システム管理部門IDと
暗証番号を入力して［管理者ログイン］をクリックする

［データ管理］をクリックして、
［エクスポート］をクリックする

［エクスポート］をクリックする

［設定／登録］をクリックする

エクスポートする宛先表を選択し、ファイルの
保存形式を選択して［エクスポート開始］を
クリックする

以後、画面の指示に従い、ファイルの保存
場所を指定してデータを保存する

リモートUI のポータル画面について

設定／登録の画面について

1 処理しているジョブの
状況確認や変更を行います。

3 ボックス文書を操作します。

2 各種機能の登録／設定変更を
行います。

7 PDFや TIFF などの
画像ファイルを印刷します。

4 アドレス帳を登録／変更
します。

5 本体で設定した
カスタムメニューを
バックアップします。

1 デバイスを再起動させるとき
にクリックします。

3 ［ファンクション設定］
各機能共通の設定やコピー、
プリント機能の設定などを
行います。

2 ［環境設定］
用紙や画面表示、タイマーや
ネットワーク環境などを
行います。

4 ［宛先設定］
アドレス帳の登録、
ワンタッチの登録などを
行います。

5 ［管理設定］
ユーザー管理やデバイス管理、
ライセンス、データ管理などを
行います。

6 設定項目の内容が表示され、
機能の設定や登録データの
入力などを行います。

6 アドバンスドボックスの利用
／ユーザー登録を行います。

8 統合認証に関する設定を
行います。

10 ログインサービスの切り替え
やMEAPアプリの
インストールを行います。

9 SSO-Hと関連した各種設定を
バックアップします。

1
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設定／登録
リモートUI でのデバイス管理の操作方法 （２）

リモートUIを使用してデバイスを管理する 

⬇リモートシャットダウン機能： リモートUI を利用して、遠隔（PC）からデバイスのシャットダウンを行うことができます。

リモートUI にログインして、
［設定 /登録］をクリックする

管理設定の
［デバイス管理］から、
［リモートシャットダウン］
をクリックする

［実行］をクリックする 確認のダイアログが
表示されたら、
［OK］をクリックする

実行中が表示される
（リモートUI 画面
および本体タッチパネル）

⬇デバイス設定値の一括インポート・エクスポート： 各種設定値を一括で保存（エクスポート）・復元（インポート）することができます。

リモートUI にログインして、
［設定 /登録］をクリックする

エクスポート
（保存）

インポート
（復元）

＜一括インポート /
エクスポート＞の
［エクスポート］を
クリックする

エクスポートする項目
を選択する

［暗号化パスワード］に
パスワードを入力する

＜一括インポート /
エクスポート＞の
［インポート］を
クリックする

⬇アドバンスドボックスの操作ログ取得： アドバンスドボックスの操作ログを生成し、リモートUI で管理することができます。

リモートUI にログインして、
［設定 /登録］をクリックする 管理設定の［デバイス管理］から、

［監査ログのエクスポート /クリア］を
クリックする

［監査ログ情報］から、
＜監査ログ収集＞の［開始］を
クリックして、監査を開始する

収集したログは、
＜監査ログのエクスポート＞の
［エクスポート］で取得する

⬇ファイアウォール設定のポート番号指定機能： リモートUI から IPアドレスのフィルタ機能に加えて、ポート番号への
アクセスを制限する機能を追加。

リモートUI にログインして、
［設定 /登録］をクリックする

＜環境設定＞の
［ネットワーク］を
クリックする

［OK］をクリックする

620 mm 620 mm

1,043 mm

1,198 mm

1,043 mm

1,179 mm

C5255/C5250 C5240/C5235

735 mm 712 mm

［エクスポート開始］を
クリックしてエクス
ポートを開始する

状況を確認したい場合
は［状況確認］をクリッ
クする

［参照］をクリックして、読み
込むファイルの場所を指定。
［復号化パスワード］に暗号化
されたファイルをインポート
するためのパスワードを入力

［インポート開始］を
クリックする。ダイ
アログが表示された
ら、［OK］をクリック
して開始する

インポートが開始さ
れたことを確認する
には、しばらくたっ
てから［OK］をク
リックする

［ファイアウォール設定］を選
択し、［IPv4 アドレスフィル
ター］もしくは［IPv6 アドレ
スフィルター］の［受信フィル
ター］を選択する

［ポート番号を指定する］を
チェックして、［OK］をク
リックする
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